
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日 3 校時、バスジャックを想定した避難訓練を実施しました。バス乗車訓練と同様に、

すべての校外学習や国際交流で外出することを想定し全員で訓練を行いました。はじめに、

担当教師が、緊急時の注意点を確認しました。犯人と目を合わせない、顔を見ないこと。そ

して、緊急時にセキュリティスタッフが使用する「言葉」を確認しました。 

「Quiet」「Get down」「Run away」の３つの言葉をそれぞれのバスのセキュリティに

言ってもらいながら、全員でそれぞれの指示を確認しました。その後、スタッフに犯人役を

していただき、実際の訓練を行いました。常日頃から言われている「訓練は本番のように。

本番は訓練のように。」をどの児童生徒も良く守り、セキュリティの指示に従いながら訓練

を行うことが出来ました。 

訓練への臨み方、バスジャック

発生時の注意点についてしっか

りと説明を聞くことができまし

た。 

「訓練は本番のように！」 

セキュリティの「Get 

down」の指示にしっかりと

従っていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Run away」の指示で素

早くバスを降車しています。 

訓練終了後の班別振り返り。一

人一人が発表する振り返りや意

見を聞きながら、実際の場面で、

どう対応したらよいのかを話し

合いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練を見学していただいた保護者の皆様の感想をご紹介します。 

 

・昨年に比べて犯人役が 2名になったことで、より現実味を感じられる内容になっていました。緊張感のある有

意義な訓練だったと思います。ただ、犯人の横を子供たちが逃げていくシーンには少し違和感を覚えました。セ

キュリティの立ち位置や外への誘導の仕方について、もう少しリアルさを追求できるとさらに良いものになると

感じました。 

 

・今回初めてバスジャック訓練を見学させて頂きました。外から見ていると不審者役のスタッフがバスに向かっ

ていく様子が見えていたのでそんなに怖くないのかなぁと感じたのですが、子供たちからは「怖かった、ドキド

キした」などの声がありバスに乗っていて外に気を配っていない状態でいざ外から声がしたり車体を叩かれたり

すると想像より怖く感じるのだなと思いました。本番は無いことを強く願いつつも、何も知らないでバスジャッ

クに遭遇してしまうのと訓練を通じて自分たちがどう行動するのかを知った上で体験するのでは全く違うと思

いますので非常に大切な訓練をして頂けて感謝しております。 

 先生がおっしゃっていた、抵抗しない・犯人に顔を見られない（覚えられない）・犯人を刺激しない（目を合わ

さない）ということも南アフリカで暮らす１日本人として改めて身が引き締まる思いで胸に刻みました。 

 1 点だけ気になったのですが、バスを小走りに下車した生徒の向かう先に関してですが、バスの前の席に座っ

ている生徒から降りるのだと思うのですが、その生徒を先頭にしてみんなで纏まってどこかに避難するのかとり

あえず自分自身の身の安全を確保するためにできるだけ遠くまで走る（少人数ごとにまとまる？）ほうがいいの

かどうするのがより良いのか教えて頂けたら嬉しいです。 

 

・バスからセキュリティさんが外へ誘導する時に、子供達が犯人とセキュリティさんの間を通っていたのが少し

気になりました。犯人に子供が連れて行かれそうな気がしてセキュリティさんが犯人の前に立ちはだかるわけで

はないんですね。 

 

・初めて参加しました。本番さながらの設定で緊張感があったと思います。これを機に家族でもカージャックに

遭遇してしまったらどうするか、話していきたいと思います。ありがとうございました。 

 

今回の訓練視察のために大使

館からお越しいただいた登坂警

備対策官様から、緊急時の注意

点、また、身近な危険地域につい

て資料をもとにお話をいただき

ました。 



・初めてハイジャック訓練を見学させて頂きました。犯人役のスタッフの方の迫力ある演技に、見てる方もドキ

ドキしてしまいましたが、冷静に行動する子ども達を見て感心しました。起きて欲しくないことですが、南アフ

リカで生活する上で身を守るために、普段から訓練しておくことの大切さを感じました。 

 

・生徒のみなさんが真剣に取り組み、緊急時に備えるためにしっかりと考えていてとてもよかったです。 

同乗されているセキュリティやドライバーの方ももう少し本番らしく素早く動いたり、こどもたちをリードして

くださるとよいと思いました 

 

・親子共に初めてのバスジャック訓練でした。犯人役のスタップさんのリアルな演技で、私が思っていたよりも

大きな声で驚きました。子供はバスの中にいても声が大きく聞こえて怖かったそうです。バスから降りる際に子

供達と犯人の距離が近い事が気になりましたが、あの降り方で正しかったのでしょうか？通学時以外にも車に乗

ることが欠かせない南アフリカ生活の中、こういった訓練をして子供達同士で話し合い確認しておく事で、もし

もの時にも適切に行動出来ると感じました。 

どうもありがとうございました。 

 

 

貴重なご意見、ありがとうございました。 

今後の訓練、教育活動に生かしてまいります。 


